
ENERGY CHECK 取扱説明書
（エナジーチェック）

本書をよくお読みになり、正しくご使用ください

ENERGY CHECK（エナジーチェック）の使用方法

次の点にご注意ください。
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本製品は、電位治療器または電子供給器の使用前の点検に用いる検査機器です。
エナジーチェックは、本体からの出力有無を確認するもので、極板の消耗・劣化状態を確認するものではありません。
用途

極板から聞こえる音の大きさは、環境等により異なりますので出力の判断基準にはなりません。
対象機種：Miエナジー ET-16、ET-21、セルティー、レルテックMD11、レルテックMD21、HD11、HD21
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一瞬でも表示されれば正常です。

エナジーチェックを水平な場所に置き、カバーを外した極板（大）と
極板（小）を下記のように各挿入口に奥まで挿入します。
出力が2極（出力1、出力2）ある製品の場合、左右のセット毎に点検してください。

（大）（大） （小）（小） 導子極板に電位が帯電している時、
運転状態前に表示部が点灯することがあります。
その場合、表示部が完全に消えてから点検してく
ださい。また何度も続けて点検した場合、電位差が
飽和状態となりＯＫが表示しなくなります。
しばらく時間をおいて点検してください。

※

03 電位治療器または電子供給器を運転状態にします。（運転時間の選択は何分でもかまいません。）
点検中は極板に触れないようにしてください。
電位治療器または電子供給器の運転を停止し、極板を挿入口より抜き取ります。

異常がなければ「 ＯＫ」表示が点灯します。

※機種によって運転状態までの操作が異なります。詳細については、各電位治療器または電子供給器の取扱説明書をご覧ください。
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点検開始後、電位治療器または電子供給器を
30秒以上運転状態にしないでください。

※本製品は保証対象外とさせていただきます。

幼児の手の届かない所に保存してください。
風呂場など、水のかかる所に置かないでください。
高い所から落下させたり、強い衝撃を与えないでください。

改造又は、分解しないでください。
用途以外に使用しないでください。
直射日光、高温または多湿の所に置かないでください。注意

× 手で導子極板の装着部を触っている ×不安定な設置をしている
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お問い合せ窓口

表示部に「ＯＫ」表示が点灯され
ない場合は、電位治療器または
電子供給器のご使用を中断し、
お買い求めの販売店まで
ご連絡をお願いいたします。
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